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巻  頭  言

荒 川  太 郎

会長就任にあたり
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―まずは介護米百俵賞を受賞した感想を教えてください
渡邊看護主任：

特集
介護米百俵賞受賞演題
「もう一度スタジアムへ」

の取り組みについて

渡邊看護主任 栗原管理士長 松岡介護主任

受賞後に荒川会長と一緒に記念写真
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―施設としてのACPについての取り組み状況や考え方を教えてください
渡邊看護主任：

栗原管理士長：

松岡介護主任：

渡邊看護主任：

―Ｍ様の意向を大切にする上で大切にしたこと・注意したこと
渡邊看護主任：
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太刀川施設長からの講義の様子
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栗原管理士長：

―Ｍ様の事例で取り組んだ結果、良かったこと
渡邊看護主任：

栗原管理士長：

松岡介護主任：

―取り組んだ結果の施設や職員の変化について
渡邊看護主任：

栗原管理士長

―今後の取り組みについて教えてください
渡邊看護主任：
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介
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取材にご協力いただき、ありがとうございました。

ビックスワンでの観戦の様子

当日はＭ様の家族も大勢集まりました
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令和７年度臨時総会・支部総会開催

令和８年度通常総会開催

　　第１号議案　令和８年度事業計画（案）について
　　第２号議案　令和８年度収支予算（案）について
　　第３号議案　新潟県介護老人保健施設役員の選任について

新潟県介護老人保健施設協会  役員（任期  令和８年４月１日～令和10年３月31日）
役職 役員氏名 施設名 役職 役員氏名 施設名
会　長 荒　川　太　郎 や す ら ぎ 園 理　事 金　沢　　　宏 女 池 南 風 苑
副会長 佐　野　英　孝 常 盤 園 監　事 石　田　　　央 越 南 苑
副会長 田　中　　　弘 楽 山 苑 監　事 長谷川　まこと 三川しんあい園
理　事 戸　澤　和　夫 三 面 の 里

　　第１号議案　全国老人保健施設協会　新潟県支部長選任について
　　第２号議案　全国老人保健施設協会　代議員・予備代議員選任について

（公社）全国老人保健施設協会  新潟県支部（任期  令和８年４月１日～令和10年３月31日）
役職 役員氏名 施設名 役職 役員氏名 施設名

支部長・代議員 荒　川　太　郎 やすらぎ園 予備代議員 佐　野　英　孝 常 盤 園
代議員 石　田　　　央 越 南 苑 予備代議員 田　中　　　弘 楽 山 苑

　　第１号議案　令和７年度事業報告（案）について
　　第２号議案　令和７年度収支決算（案）について

協会だより

通常総会の様子
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令和８年度　事業計画
１　会議

２　委員会

３　新潟県介護老人保健施設大会

４　施設運営アンケートの実施

５　研修事業

６　機関誌の発行

上段左より、ほほえみの里きど：水落さん、二瓶さん、楽山苑：関塚さん、荒川会長
下段左より、おぎの里：松岡さん、栗原さん、渡邊さん
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事務長会委員会

トラブル防止検討委員会

委員長　いっぷく 事務長　五十嵐 信行

委員長　三川しんあい園　堀 一二美

施   設   名 氏    名
担当理事（会長） や す ら ぎ 園 荒　川　太　郎
委  員  長 い っ ぷ く 五十嵐　信　行

委      員

く び き の 田　原　　　智
江 風 苑 勝　田　千恵美
晴 和 会 田 上 園 小　林　栄　蔵
て ら ど ま り 冨　田　幸　二

施   設   名 氏    名
担当理事（会長） や す ら ぎ 園 荒　川　太　郎
担 当 理 事 三 面 の 里 戸　澤　和　夫
委 員 長 三 川 し ん あ い 園 堀　　　一二美

委      員

越 南 苑 千喜良　由美子
サ ン ク ス 米 山 白　砂　弘　継
槇 の 里 齋　藤　正　範
み ず き 苑 美　濃　恵　介
や ま ぼ う し 樽　木　麻　見

令和8年4月1日～令和10年3月31日任期委員会紹介
各委員長に抱負を伺いました
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学術研修委員会 Ａ班委員長　女池南風苑　阿部 千賀子

Ｂ班委員長　グリーンヒル与板　渡部 綾子

施   設   名 氏    名
担当理事（副会長） 常 盤 園 佐　野　英　孝
担 当 理 事 女 池 南 風 苑 金　沢　　　宏
Ａ 班 委 員 長 女 池 南 風 苑 阿　部　千賀子
Ｂ 班 委 員 長 グリーンヒル与板 渡　部　綾　子

委      員

く び き の 山　田　咲　生
く わ の 実 の 郷 銅　谷　知　将
ケアポートすなやま 真　保　京太朗
白根ヴィラガーデン 片　桐　侑生貴
関 川 愛 広 苑 二　村　淳　子
高 田 の 郷 松　浦　祐美子
千 歳 園 五十嵐　賢　也
て ら ど ま り 金　子　純　也
桃 李 園 佐　藤　達　郎
や ま ぼ う し 河　俣　優　子
米 山 爽 風 苑 木　村　光　江
楽 山 苑 水　落　清　吾
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広報委員会 委員長　やすらぎ園　岡本 直樹

施   設   名 氏    名
担当理事（副会長） 楽 山 苑 田　中　　　弘
委 員 長 や す ら ぎ 園 岡　本　直　樹

委      員

い い で の 里 五十嵐　武　士
越 南 苑 松　井　麻　子
エ バ ー グ リ ー ン 小　林　真　理
ケアポートすなやま 佐　野　宇　広
て ら ど ま り 白　井　大　湖
松 浜 さ く ら 園 藤　村　真　紀
三 川 し ん あ い 園 竹　内　　　剛
や ま ぼ う し 須　貝　　　聡
楽 山 苑 佐　藤　　　歩
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参加者の声
◆機器の使用だけではなく、自分の体の使い方が大切であるとわかった。
◆ノーリフティングの導入方法について細かく学べた。

ノーリフティングケアマネジメント（１部）担当者育成研修会
開催日：令和7年8月29日（金）　会場：長岡介護福祉専門学校あゆみ　参加施設：14施設　参加人数：36名
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ノーリフティングケア研修会（２部）

ノーリフティングケア研修会（３部）
開催日：令和8年3月6日（金）　会場：新潟ユニゾンプラザ
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参加者の声
◆下元先生の講義がとてもわかりやすく、改めて働く側の健康や安全について考える事ができた。
◆他施設のノーリフトに関する取り組みを知る機会となり、今後委員会で活動していく上で参考となる
事が多く、とても良い学びとなった。
◆他施設の実践状況を知ることができ、自施設との比較をすることができた。取り入れられるものは少
しずつでも取り入れていきたい。
◆多くの福祉用具に触れる事のできた良い機会だった。

令和7年度　事務長会議
開催日：令和8年2月20日（金）　会場：ホテルイタリア軒　参加施設：47施設　参加人数：67名

福田先生からの講演の様子 講師の皆さんと懇親会の参加者
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あすか　支援相談員　石山 亜佐子

相川愛広苑　管理栄養士　信田 綾美
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国府の里　介護福祉士　西山 　唯

そよかぜ倶楽部　管理栄養士　矢代 麻衣
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三面の里　事務受付　関根 小也香

サンプラザ長岡　作業療法士　金子 沙弥香、中林 由華
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やすらぎ園　介護福祉士　川津 吉寛

米山爽風苑　作業療法士　安達 知世
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相川愛広苑 あすか

そよかぜ倶楽部 国府の里

サンプラザ長岡 三面の里

米山爽風苑やすらぎ園

　春を感じながら利用者様と制作しました。花は指先

の運動を目的に丁寧に仕

上げて下さいました。完

成には、「できた」という

喜びを大切にしながら活

動を行っています。

　色とりどりの折り紙を紙コップに貼り、切り開くと
大輪の花火に変身。指先を使いながら、
思い思いの配色で個
性あふれる作品が完
成しました。夏らし
い華やかなひととき
となりました。

　春の壁飾りです。様々な柄のクローバーとてんとう
虫ができました。折り紙を
折る方、パーツを貼り付け
る方、てんとう虫の柄を描
く方等々作業を分担し、ワ
イワイ楽しみながら作成し
ました。

　「最近ダルマを見ないね」との声をきっかけに、だ
るま製作を行いました。紙を貼り合わせる工程では皆
様の様々な表情が見られ、作品も形や表情に個性が表

れました｡ お互い
の様子を見て笑い
あう姿に「笑う門
には福来る」を感
じる時間となりま
した。

　お花紙を丸め作品を作っていま
す。「何になる
の？」と話題が
広がります。出
来上がりに入所
者様と達成感を
共有しています。

　春の記念撮影用に、桜を作成しました。お花紙の花
びらを５枚合わせて１輪ずつ作り、満開の夜桜が出来
上がりました。本物の桜を張り付けたかと思う程にキ
レイな出来
栄えで、い
い記念写真
を残すこと
ができまし
た。

　通所リハビリでは毎月壁面飾り作りをしています。
３月のテーマはタケノコ。
作品作りの中での交流や役
割分担を通して、利用者さ
んそれぞれの経験や力が発
揮されています。皆さんの
こだわりが反映された作品
はいつも好評です。

　季節に合わせた作品作りに取り組み、ご利用者の出
来ることを大切にしなが
ら職員と一緒に進めてい
ます。ご利用者同士のコ
ミュニケーションも活性
化され、楽しみながら取
り組んでいます。

　執筆依頼に際して快くお引き受けいただいた会員施設の皆様のおかげで、無事
に「老健にいがた」第59号を発行できました。また、日頃から研修会等に参加し
ていただいている皆様の協力によって研修会報告や老健大会の様子などを発信で
きていることに感謝申し上げます。
　この号が発刊される頃には、気温が上がり、熱中症対策に追われていると思い
ます。令和8年4月に気象庁が、最高気温が40℃以上の日について新たに名称を
定めるべく、ホームページでアンケートを行い、結果を公表しました。今後、最高
気温40℃以上の日は「酷暑日」と呼ばれます。年々、耐えられない暑さを迎えそ
うですが、ご利用者とともにバテない体作りや暑さ対策をして乗り切りましょう。

　　　　　　　　　　　（広報委員一同）

新潟県介護老人保健施設協会広報誌

「老健にいがた」 第59号
編集・発行 新潟県介護老人保健施設協会
　　　　 広報委員会
　〒940-1111 長岡市町田町555番地
　　　　　  老人保健施設 やすらぎ園内
　　　　　 TEL （0258）33-5551
　　　　　 FAX （0258）32-5777
　　　　　 URL  http://niigata-rouken.org/
　　　印刷 有限会社フジプリント


